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はじめに 
 
 
 
本書は、第３１回研究評価委員会において設置された「次世代ロボット知能

化技術開発プロジェクト」（事後評価）の研究評価委員会分科会（第１回（平成

２４年６月２２日））において策定した評価報告書（案）の概要であり、ＮＥＤ

Ｏ技術委員・技術委員会等規程第３２条の規定に基づき、第３２回研究評価委

員会（平成２４年１０月１０日）にて、その評価結果について報告するもので

ある。 
 
 

 

平成２４年１０月 

 

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

研究評価委員会「次世代蓄電池材料評価技術開発」分科会 

（事後評価）  

 

分科会長 奥乃 博 
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独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 研究評価委員会 

「次世代ロボット知能化技術開発プロジェクト」（事後評価） 

分科会委員名簿 

 
 

（平成２４年６月現在） 

      氏名 所属、役職 

分科会長 
おくの ひろし 

奥乃 博＊ 
京都大学 大学院情報学研究科 知能情報学専攻 教授 

分科会長 

代理 

ほそだ   ゆうじ 

細田 祐司 
一般社団法人 日本ロボット学会 事務局長 

委員 

うめだ  かずのり 

梅田 和昇 
中央大学 理工学部 精密機械工学科 教授      

ごないかわ ひろし 

五内川 拡史 
株式会社ユニファイ・リサーチ 代表取締役社長  

こばやし  てつのり 

小林 哲則 
早稲田大学 理工学術院 情報理工学科 教授 

みやけ  のりひさ 

三宅 徳久 
パラマウントベッド株式会社 技術本部 フェロー 

やぶた てつろう   

藪田 哲郎 

横浜国立大学 大学院工学研究院 システムの創生部門

教授 

敬称略、五十音順 

 

 

注＊：実施者の一部と同一組織であるが、所属部署が異なるため（実施者：京都大学

大学院工学研究科メカトロニクス研究室）「NEDO 技術委員・技術評価委員規程(平成

２３年７月７日改正）」第３４条（評価における利害関係者の排除）により、利害

関係はないとする。 
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プロジェクト概要 
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技術分野全体での位置づけ 

（分科会資料６より抜粋） 
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「次世代ロボット知能化技術開発プロジェクト」 
全体の研究開発実施体制 

Ｈ１９―２１年度 

 
 
 
Ｈ２２―２３年度 
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「次世代ロボット知能化技術開発プロジェクト」（事後評価） 

評価概要（案） 

 
１．総論 
１）総合評価 
ロボット知能化のためのソフトウェア基盤の確立という本プロジェクトは、海

外でも同分野の研究開発が活発化して来たことを見ても分かる通り、時宜を得た

ものであり有意義なものであった。 
オープンなミドルウェアで開発プラットフォームを作るという目標に対して、

数多くの知能モジュールが完成し、さらに複数モジュールの統合実装・検証評価

が行われた。また、中間評価後に事業体の取捨選択・統合などが適切に図られ、

その後に研究加速制度を活用した ROS（Robot Operating System）との連携シ

ステムの構築、安全認証取得 RT ミドルウェアの開発も実施された点は評価でき

る。 
しかし、知能化モジュールは使って洗練化するというプロセスを経ないと一流

のシステムには成り得ない。ユーザーのフィードバックを取り入れた拡張・バー

ジョンアップのサイクルを継続的に繰り返すことが不可欠である。本当の成果は、

今後仲間作りができるかどうか、いかに市場に RT モジュールが普及するかであ

り、ユーザーにとってのメリットを明確に示す宣伝戦略が非常に重要であると考

える。 
 
２）今後に対する提言 
本プロジェクトで得られた成果を今後も継続・発展させて次世代ロボット産

業の発展につなげるための明確なフォローアップ体制が必要である。特にソフ

トウェアの分野では、今後予想される様々な技術革新やデファクトスタンダー

ドの変化等に対する対応、適合化を図って行くことが重要で、ソフトウェアの

更新・保守、恒常的なユーザサポートなどを含めて、普及のための広報活動を

継続的に行ってほしい。ソフトウェアが 1 世代で完成することはなく、ユーザ

ーのフィードバックを取り込んだ洗練化・バージョンアップを継続的に繰り返

す必要がある。 
また、国際競争力の向上も大きな課題であり、OMG*（Object Management 

Group）での国際化標準の主導的活動をさらに活性化してほしい。ROS との連

携は、今回の大きな成果であるが、ROS に載るものの One of them にならない

よう、RT モジュール自体の欧米への売り込み戦略も早急に考慮する必要がある

と考える。 
さらに、重要なテーマであり、アプローチも理にかなっているので、技術の

普及にスピード感が欲しい。コミュニティ形成の方法論や、根幹となる RT ミド
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ルウェアの保守体制なども含め、原因についての根本的な検討が必要なのでは

ないか。 
＊オブジェクト指向技術の標準化をすすめる国際標準化団体 

 
２．各論 
１）事業の位置付け・必要性について 

RT ミドルウェアが提供する基盤の上に、有用かつ再利用可能なモジュール群

を取りそろえることで、RT ミドルウェアを普及させるとともにロボット産業を

より活性化させようとする本プロジェクトの事業内容は、日本が今後主導権を

とって研究・開発を進める観点から非常に重要である。また、本プロジェクト

は、多岐に渡る要素技術を統一的に提供していくという極めて公共性の高い内

容であり、利害関係を伴う民間における活動のみでの実施はほぼ不可能である

ことから、NEDO の事業としての妥当性は極めて高い。 
さらに、欧米・アジアでロボット関連研究に対して大型の予算措置がとられ

ており、海外の開発ツールが急速に台頭してきたことから見ても、時宜を得た

開発事業だったと言える。 
 
２）研究開発マネジメントについて 
プロジェクトの前半に基礎部分の開発を進め、後半に実装・検証まで進むと

いう当初の目標・スケジュールは妥当であり、中間評価の結果を受け、事業体

の絞り込み、相互乗り入れを図った点は、実用化を確実にする方向としてメリ

ハリが効いていて高く評価できる。さらに情勢変化への対応として、組み込み

システムへの対応に加え、ROS 連携、安全認証を加えた点も評価できる。 
また、プロジェクトリーダーの強力なリーダーシップのもと、知能モジュー

ル構築のための実施者間の密な連携がはかられ、研究加速制度の活用、再利用

センタの設置等も含めて、適切に推進されたプロジェクトであった。 
但し、実用化に向けたマネジメントとして、ユーザー数を増やすための組織

としての施策と、今後のサポート体制が弱いように感じられた。今後の普及の

ためには、ユーザーが魅力を感じることが必須であり、今回実施された成果が

具体的にどのような利益があり、事業化に結び付くかを、もっと積極的に明確

に世間に宣伝すべきである。 
 

３）研究開発成果について 
設定した目標は概ね達成されており、モジュール群を作って、これをいろい

ろな応用分野のロボットに応用したことは評価できる。さらに、個々のモジュ

ールの成果もさることながら、モジュール群のボリュームの確保が大きく、360
件強の開発ができたことは評価に値する。 
また、米国の ROS との連携・相互運用の試みや国際標準化活動、RT モジュ

ールの第 3 者安全認証の確保など、非常に有益なプロジェクト成果が得られた
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ものと考える。 
しかし、今後実用的なロボット開発に資するという点から見て、現在のモジ

ュールが十分かどうか定かでない。粒度や機能の異なる再利用可能なモジュー

ルをどのように拡充していくかに、課題が残っている。モジュールの豊富さを

魅力的に訴えるために、さまざまなプラットフォームに展開するのではなく、

共通の１つのロボットハードを提供して、世界中に展開させるといった、思い

切った宣伝・普及戦略が必要だと考える。 
現在のモジュール及び共通基盤の活用で、顧客や利用者がどこまで自分の望

むロボットの機能・性能を実現できるかについては、まだ不確実性が残る。共

通基盤とモジュールの活用が、オリジナル開発に比してどれくらいの生産性向

上につながるか、経験と知見を積み重ねることが必要と考える。 
 

４）実用化の見通しについて 
実用化のためのソフトウェア基盤の整備を標榜したプロジェクトであり、ロ

ボット知能モジュールの再利用環境を構築し、検証に代表されるように、実用

化に向けた様々な努力が積み重ねられている。研究者・民間企業等に今後の参

加を呼びかける呼び水として、一定水準のプラットフォームはできあがったと

考えられ、ROS 連携など技術的に海外と相互乗り入れ可能な開発を行っており、

今後の国際展開に期待をつないだ。 
また、安全認証取得 RT ミドルウェアの開発は、今後の企業による実用化への

取り組みに向けて極めて重要な位置づけを占めるものと考えられ、高く評価で

きる。さらに、組み込みへの対応及び認証対応は、産業界に対し、適用範囲拡

大や信頼性をもたらすもので、評価できる。今後、狭義のサービスロボットに

留まらず、既存の産業界である産業用ロボットや自動車・設備関連などにも拡

大を期待したい。 
但し、今回開発されたオープンモジュール群は、公共の財産として積極的に

活用されることで、初めてプロジェクトの成功といえる。そのためには、RT モ

ジュールの開発・保守を支え、適切なフォローアップを行う仕組みをさらに充

実させることが必要である。 
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評点結果〔プロジェクト全体〕 

1.9 

2.1 

2.6 

2.9 

0.0 1.0 2.0 3.0 

４．実用化の見通し

３．研究開発成果

２．研究開発マネジメント

１．事業の位置付け・必要性

 

 
評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 2.9 A A A A A A B
２．研究開発マネジメントについて 2.6 B A B A A B A
３．研究開発成果について 2.1 B B B A B B B
４．実用化の見通しについて 1.9 B C B A B B C
（注）A=3，B=2，C=1，D=0 として事務局が数値に換算し、平均値を算出。 

 
 
〈判定基準〉 

 

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 
・非常に重要          →A
・重要             →B
・概ね妥当           →C
・妥当性がない、又は失われた  →D

・非常によい         →A
・よい            →B
・概ね妥当          →C
・妥当とはいえない      →D

２．研究開発マネジメントについて ４．実用化の見通しについて 
・非常によい          →A
・よい             →B
・概ね適切           →C
・適切とはいえない       →D

・明確            →A
・妥当            →B
・概ね妥当であるが、課題あり →C
・見通しが不明        →D

 

 


